
300人の社長が集う「経営の未来会議2027」、
12月 20日開催
元大臣、「令和の虎」出演経営者、元 WeWork Japan CEO、上場企業役員ら 6 名が登壇。
AI 時代の成長戦略と経営の A 面・B 面を議論

第1部・第3部の登壇者。左から竹之内教博氏、安藤功一郎氏、ジョニー・ユー氏、漆沢祐樹。

このイベントの見どころ
・300人の社長が集うことを目指す、年末の経営イベント
・元大臣・「令和の虎」出演経営者ら6名が登壇
・12月20日（日）開催／JR新宿駅直結
2026 年 12 月 20 日（日）、JR 新宿駅直結の LUMINE 0〈ルミネゼロ〉で
「経営の未来会議 2027」を開催します。
300 人の社長が集うことを目指し、事業成長・売却・再生を経験した経営者と、政策・AI の現場に携わ
る 6 名が登壇。2027 年に向けて何に投資し、組織をどう変え、経営者は何を担うのかを、講演・対談・
パネルディスカッションを通じて考えます。
年末の交流会も併せて開催し、翌年の挑戦や事業連携につながる出会いをつくります。現在、参加申し
込みと報道関係者の取材申し込みを受け付けています。
「令和の虎」に出演する竹之内教博氏・安藤功一郎氏、元 WeWork Japan CEO・元ソフトバンク執行役
員のジョニー・ユー氏、上場企業の役員を務める漆沢祐樹に加え、元経済再生担当大臣・初代スタート
アップ担当大臣の山際大志郎氏、AI・DX 支援を手がける道川内知氏が登壇します。
普段交わらない視点が、同じ舞台に。目に見える成果だけでなく、その裏にある決断と試行錯誤を共有
し、年末の振り返りを翌年の経営判断につなげます。
90 秒でイベント概要をご覧いただけます。
イベント紹介動画：https://keiei2027.medikuru.com/watch/

https://keiei2027.medikuru.com/watch/


2026 年の変化を踏まえて 2027 年の経営を考える

2026 年 10 月 22 日、政府の「AI・デジタル改革推進会議」が初開催され、AI・デジタルの社会実装に向
けた取り組みが進められています。こうした変化を背景に、本イベントでは、AI をどの仕事や事業に取
り入れ、投資・人材育成・組織運営をどう変えるかを考えます。年末に 2026 年の経験を振り返り、
2027 年の成長機会と自社の次の一手を議論する場です。

参考：デジタル庁 AI・デジタル改革推進会議
https://www.digital.go.jp/councils/ai_digital

第 1 部 経営のブレイクスルー

竹之内教博氏、安藤功一郎氏、ジョニー・ユー氏と、漆沢祐樹がそれぞれ個別に対談します。事業を拡
大する仕組み、売却を決めた判断、組織を動かし事業を立て直す選択など、成長の壁を越えた経験を掘
り下げます。

第 2 部 AI 時代の経営 ― 政策と企業の現場から

山際大志郎氏と道川内知氏が、それぞれ個別に講演します。経済・スタートアップ政策に携わった経験
と、企業の AI・DX 活用を支援する現場の知見から、社会や産業の変化を経営判断へどう結びつけるか
を考えます。

第 3 部 Beyond1000 パネルディスカッション

竹之内教博氏、安藤功一郎氏、ジョニー・ユー氏、漆沢祐樹の 4 名が登壇。テーマは「経営者の A 面・
B 面」です。成長や売却など表に見える実績と、その過程での判断、試行錯誤、組織づくりの実際に迫
ります。さらに、2027 年・2028 年、そして今後 3〜5 年を見据え、次の成長機会と AI 時代に求められ
る経営者の役割について展望します。

年末の交流から新たなつながりを生み出す

講演の合間には「おにぎり交流会」を開催します。セミナー会場内では着席して軽食や休憩を楽しみ、
会場外の交流スペースでは企業ブースへの訪問や名刺交換ができます。学びと交流を通して、翌年の挑
戦や連携につながる出会いをつくります。

当日のプログラム

時間 プログラム

12:30 受付開始

12:45〜13:15 優先名刺交換会（竹之内氏・安藤氏・ジョニー氏／
当日 12:45 から来場順・先着 50 名）

13:30〜14:30 第 1 部 経営のブレイクスルー

14:45〜15:55 第 2 部 AI 時代の経営（2 名による個別講演）

16:00〜17:00 おにぎり交流会・企業ブース交流

17:15〜18:15 第 3 部 Beyond1000 パネルディスカッション

18:30 終了予定

https://www.digital.go.jp/councils/ai_digital


登壇者プロフィール

竹之内 教博
「りらくる」創業者／株式会社 T’s インベストメント 会長

「令和の虎」出演。創業から 7 年間で直営 600 店舗以上に展開し、株式売却を経験。
現在は複数の事業を手がけ、経営者支援にも取り組む。

安藤 功一郎
株式会社 Next Mission 代表／元株式会社 GA technologies 執行役員

「令和の虎」出演。タイで 8 社を起業し、7 社を売却。上場企業で海外事業にも携わ
り、起業・事業売却・投資の経験を持つ。

ジョニー・ユー
元 WeWork Japan CEO／元ソフトバンク株式会社 執行役員

Human Flourishing Collaborative, Co-Founder。週刊ポッドキャスト「みんなの
CXO」共同創業者。大企業と成長企業の双方に関わり、組織と事業の経営に携わって
きた。

漆沢 祐樹
株式会社メディくる 代表取締役／株式会社ヴィクトン 取締役

ヴィクトンは東証スタンダード上場（証券コード 3840）。上場企業 4 社で取締役・
執行役員等を経験し、企業経営とブランディングに携わる。第 1 部の対談進行と第 3
部のパネルディスカッションを担う。

山際 大志郎
元経済再生担当大臣／初代スタートアップ担当大臣を歴任

衆議院議員。経済政策やスタートアップ支援に携わった経験から、AI 時代の企業の
成長と、これからの経営を考える視点を共有する。

道川内 知
株式会社ナレッジホールディングス 代表取締役社長（CEO）

AI・DX 導入支援やデジタルマーケティング支援を手がける。企業・店舗の集客とデ
ジタル活用を支援し、AI を経営に取り入れるための実践的な視点を伝える。



JR 新宿駅直結の LUMINE 0 で開催

会場は、JR 新宿駅直結の NEWoMan Shinjuku 5 階にある LUMINE 0〈ルミネゼロ〉。アクセスしやすい
新宿の会場で、講演・対談・パネルディスカッションと、経営者同士の交流を行います。

会場公式サイト：https://www.lumine.ne.jp/luminezero/spec_hall.html

開催概要

イベント名：経営の未来会議 2027

開催日：2026 年 12 月 20 日（日）

会場：LUMINE 0〈ルミネゼロ〉
東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-24-55
NEWoMan Shinjuku 5 階／JR 新宿駅直結

対象・集客目標：経営者、起業家、個人事業主、事業責任者など／集客目標 300 人

一般参加料金：通常 20,000 円（税込・軽食込み）
・11 月 30 日までの申込：5,000 円分の割引優待チケット適用で 15,000 円
・12 月 1〜19 日の申込：2,000 円割引で 18,000 円
・当日の申込：20,000 円
いずれも税込・軽食込み。参加申込時に、対象期間の割引価格が適用されます。

オンライン申込締切：2026 年 12 月 19 日（土）23:59

運営・問い合わせ：株式会社メディくる

イベント公式サイト：https://keiei2027.medikuru.com/

参加のお申し込み：https://keiei2027.medikuru.com/apply/

会場のアクセス案内：https://www.lumine.ne.jp/luminezero/access.html

報道関係者の取材申し込み

2026 年の振り返りや 2027 年の経営展望に関する取材をお待ちしています。AI を活用した成長投資、人
材・組織の変化、拡大・売却・再生を経験した経営者の判断などを取り上げます。取材をご希望の方
は、媒体名・ご担当者名・ご連絡先・来場人数・取材希望内容・撮影の有無を下記窓口へお知らせくだ
さい。撮影範囲や登壇者への個別取材については、事前に調整のうえご案内します。

経営の未来会議 2027 取材窓口
株式会社メディくる
メール：keiei2027@medikuru.com
電話：0800-888-7454

https://www.lumine.ne.jp/luminezero/access.html
https://keiei2027.medikuru.com/apply/
https://keiei2027.medikuru.com/
https://www.lumine.ne.jp/luminezero/spec_hall.html
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